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別紙

委員長　　　　開会宣言
議長　　　　　あいさつ
副町長　　　　あいさつ

議案第31号

委員長　　　　本委員会に付託されました議案第31号長久手町税条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第31号について執行部の説明を求めます。
税務課長　　　議案第31号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第31号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
浅井委員　　　主に雑損控除額として損失を認めるという内容だと思うが、もう少し具体的に説明してください。
税務課長　　　附則第22条については、東日本大震災にかかる雑損控除についてです。本来から言えば、平成23年に起こった震災なので、平成22年中の損害ではないが、これを平成22年に損失を得たとみなして、平成22年中の所得について雑損控除を認めるものです。住民税は平成22年中の所得に対して、平成23年度課税するので、平成22年中の所得で生じた損害とみなして、平成23年度の町民税で控除の対象とします。
また、附則第23条については、住宅ローン控除の適用を認めるもの
です。住宅ローン控除は、そこに住んでいることが要件になっています。
今回震災で住宅が滅失等すると、その住宅に住めない状況になります。
それを住んでいるとみなして控除の対象とするものです。
浅井委員　　　平成22年度の確定申告はもう終わってしまった。どのようにこの損害を特定するのか。修正執行等するのか。
税務課長　　　申告については、国が猶予を認めており、まだ最終期限は決定していません。申告そのものもまだできます。また、いったん申告したとしても修正等してもらえば、控除は認められます。
浅井委員　　　長久手町に来た被災者が長久手町役場に申告するという、申告主義ということか。
税務課長　　　申告してもらわないとわからないので、本人から申告していただかないといけません。
川合委員　　　阪神淡路大震災時に長久手町で適用したものはあるか。
税務課長　　　ありませんでした。

浅井委員　　　被災自動車にかかる軽自動車税等も申請によって控除されるのか。
税務課長　　　東日本大震災に関わる本町の税条例の対応はこの２点だけだが、他にもたくさんあります。軽自動車税も地方税法の一部改正の中で所有者に対し、代替車両に３年間は課税をしないという改正を含んでいます。

浅井委員　　　他に法人税の特例、消費税の特例等さまざまある。長久手町に関係するものは他にないのか。
税務課長　　　今回の税制上の対応で、地方税で関係するものについて述べます。
個人住民税については、今回上げた雑損控除の特例と併せて繰越控除
の特例があり、雑損控除は本来からいえば３年の繰越控除だが、今回の
雑損控除は５年間で２年延長して認めるものです。また、事業用資産の
損失の必要経費算入、繰越控除の特例もあります。また、財形貯蓄の目
的外の払い出しについては、利子課税をしないことや、今回の住宅ロー
ン控除適用期間特例、法人住民税の災害免除、法人住民税の申告期限延
長と中間申告の提出不要があります。

また、固定資産税・都市計画税については、被災された土地や家屋の

平成23年度課税免除や被災住宅用地の特例、代替土地・家屋・償却資

産の特例があります。
　　　　　　　また、軽自動車税については、被災自動車の所有者等が代替として取得する軽自動車の税について平成23年度から平成25年度間は課さないことがあります。
　　　　　　　また、ふるさと寄附金については、義援金等について「ふるさと寄附金」の控除適用とすることがあります。
浅井委員　　　本町の条例にかかるものは、今回議案として上げられたものだけか。
税務課長　　　今回、議案として上げた２点の改正条例だけです。

副委員長　　　今現在、被災されて長久手町内に住んでいる方はいるのか。
生活環境部長　現在把握しているのは、２世帯の４人です。
浅井委員　　　被災された人が町内に２世帯いるということだが、雑損控除等は申告主義である。町から働きかけて積極的に控除を受けてもらう考えはあるか。
税務課長　　　そういった人は、現在、長久手町で課税する対象ではありません。課税する対象となれば、被災地域において被災されているかもしれない方には手紙で知らせています。
委員長　　　　他にありませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ありませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ありませんか。

　　　　ないようですので、採決を行います。議案第31号長久手町税条例の

一部を改正する条例について原案に賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第31号については原案のとおり可決することに決しました。

　　　　　　　（説明者退席）

委員長　　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。

（異議なしの声あり）

ご異議がないようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で建設環境委員会を閉会します。

午前１０時１６分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２３年６月２２日

建設環境委員会委員長　田崎あきひさ
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